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F-÷x-1(M-0分)2-K〔分･分ト H ･M (1)
を用いる(hydrodynamicvectormodel:他により複雑な triadmodelもあり実験的にも確かめ
一られている喜')H<分…oH,分<分…Oとして分,Hのなす平面上に 0分の平衡値が定められ



























が展開され,D/I(Jはランダムな長距離相互作用 Jリの分散 )の大きさに応 じて以下のよう
な4つの異なった相変化のタイプが起ることが示された :
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ング直線から大きくずれて平らになるo これは リー ディング項H2/(T-Tgl)γSに加えてより
高次項の寄与が大きくなるためと考えられるo温度 TglJでの非線型帯磁率は図3(b)のようにほ
ぼ飢 こ比例するo TgでM/Hbミ飢 こ比例すること(すなわち町 B-I(o)∝ガ 2/a,♂-2)は外
場中の IsingスピングラスのSK方程式から導き出される.7,8)
(b) CdMn
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塑性変形によ｡著 しく変化 し㌘)しかも低温域 (≦5rg)で Curie-Weiss則からずれる3'ことか
らスピン･グラスの磁性の解釈には磁性元素の短範囲秩序を考慮することが大切であると考え
られる｡本報告では短範囲秩序とスピン･グラス状態での磁性との関連を調べるために上記の
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